イギリス ロマンハ ノ フタツ ノ セダイ フランス カクメイ ト ピータールー ギャクサツ by 松島 正一 & Matsushima Shoichi
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
の
二
つ
の
世
代
　
　
　
ー
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ピ
ー
タ
ー
ル
ー
虐
殺
ー
松
島
正
一
　
　
（
1
）
　
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
を
代
表
す
る
六
人
の
詩
人
は
生
ま
れ
た
順
に
あ
げ
る
と
、
ブ
レ
イ
ク
（
一
七
五
七
～
一
八
二
七
）
、
ワ
ー
ズ
ワ
ス
（
］
七
七
〇
～
一
八
五
〇
）
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
（
一
七
七
二
～
一
八
三
四
）
ら
の
第
一
世
代
と
、
バ
イ
ロ
ン
（
一
七
八
八
～
一
八
二
四
）
、
シ
ェ
リ
ー
（
一
七
九
二
～
一
八
二
二
）
、
キ
ー
ツ
（
一
七
九
五
～
一
八
二
一
）
ら
の
第
二
世
代
と
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
　
第
一
世
代
の
詩
人
た
ち
に
と
っ
て
の
重
要
な
歴
史
的
事
件
は
、
一
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
年
に
、
ブ
レ
イ
ク
は
三
十
二
歳
、
ワ
ー
ズ
ワ
ス
は
十
九
歳
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
十
七
歳
、
そ
し
て
サ
ウ
ジ
ー
は
二
十
四
歳
で
あ
っ
た
。　
ブ
レ
イ
ク
に
は
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
』
と
い
う
政
治
詩
が
あ
り
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
『
フ
ラ
ン
ス
　
オ
ー
ド
』
な
ど
を
書
い
て
い
る
が
、
最
初
に
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
『
序
曲
』
を
通
し
て
ワ
ー
ズ
ワ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
一119一
イギリス・ロマン派の二つの世代（松島）
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
も
初
期
の
頃
は
平
和
で
制
度
的
で
、
自
由
、
平
等
、
博
愛
の
理
想
に
燃
え
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ト
ー
リ
ー
党
で
さ
え
、
フ
ラ
ン
ス
は
自
国
が
一
六
八
八
年
に
成
し
遂
げ
た
名
誉
革
命
を
行
う
も
の
と
考
え
て
い
た
。
時
は
ま
さ
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
が
歓
喜
に
わ
き
た
ち
フ
ラ
ン
ス
は
幸
福
の
絶
頂
に
あ
り
、
人
間
は
生
ま
れ
変
わ
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
時
期
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
序
曲
』
第
六
巻
、
三
五
二
～
三
五
四
）
　
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
監
獄
陥
落
の
報
を
ワ
ー
ズ
ワ
ス
が
聞
い
た
の
は
、
い
る
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
在
学
中
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
う
述
べ
て
一120一
も
し
あ
の
最
初
の
大
き
な
勃
発
の
当
初
に
、
私
の
青
春
時
代
に
は
む
し
ろ
適
わ
し
く
な
い
く
ら
い
に
、
そ
の
喜
び
か
た
が
少
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
一
つ
に
は
こ
う
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
私
に
は
こ
の
事
件
が
自
然
の
当
然
の
成
り
行
き
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
く
届
く
の
が
む
し
ろ
遅
き
に
失
し
た
贈
物
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
九
巻
、
二
五
〇
～
二
五
四
）
　
こ
こ
で
ワ
ー
ズ
ワ
ス
は
、
革
命
を
「
む
し
ろ
遅
き
に
失
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
湖
水
地
方
の
ヨ
ー
マ
ン
の
家
系
に
生
ま
れ
た
彼
に
と
っ
て
、
革
命
は
当
た
り
前
の
事
件
で
あ
っ
た
の
だ
。
イギリス・ロマン派の二つの世代（松島）
私
は
貧
し
い
地
方
に
生
ま
れ
、
し
か
し
そ
の
地
方
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
他
の
ど
ん
な
片
田
舎
よ
り
も
一
層
あ
の
昔
か
ら
の
心
の
慎
み
深
さ
き
り
っ
と
し
た
作
法
、
率
直
な
純
真
さ
な
ど
が
失
わ
れ
な
い
で
い
た
の
で
、
田
舎
で
の
学
校
生
活
全
体
を
通
じ
て
子
ど
も
で
あ
ろ
う
と
、
大
人
で
あ
ろ
う
と
、
金
持
ち
で
あ
る
か
ら
と
か
血
筋
が
良
い
こ
と
で
、
人
の
注
目
を
引
き
、
尊
敬
を
受
け
る
よ
う
な
人
間
に
は
、
ほ
と
ん
ど
お
目
に
か
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
私
の
幸
運
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
九
巻
、
一
二
八
～
二
二
六
）
ま
た
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
行
っ
て
も
、
そ
こ
は
革
命
の
目
標
を
す
で
に
成
し
遂
げ
て
い
る
世
界
で
あ
っ
た
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
は
い
か
に
も
ち
ょ
っ
と
し
た
一
つ
の
共
和
国
が
は
っ
き
り
打
ち
出
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
こ
と
は
私
が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
と
一121一
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あ
の
大
学
生
活
に
負
う
て
い
る
数
々
の
恩
恵
の
う
ち
で
も
決
し
て
意
味
の
少
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
全
部
の
学
生
が
す
べ
て
平
等
の
地
位
に
あ
り
、
そ
の
た
め
奨
学
生
も
家
柄
の
よ
い
人
も
ま
る
で
一
つ
の
共
同
体
の
中
に
い
る
よ
う
に
互
い
に
尊
敬
し
あ
う
兄
弟
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
こ
に
お
い
て
は
入
学
し
て
く
る
す
べ
て
の
学
生
に
栄
誉
が
開
か
れ
て
い
て
財
産
も
身
分
も
こ
こ
で
は
、
持
っ
て
生
ま
れ
た
才
能
や
成
功
に
至
る
勤
勉
に
く
ら
べ
れ
ば
、
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
九
巻
、
二
二
六
～
二
三
六
）
一　122　一
　
さ
て
、
友
人
と
二
人
、
ア
ル
プ
ス
を
め
ざ
し
て
ロ
ン
ド
ン
を
発
っ
た
大
学
生
ワ
ー
ズ
ワ
ス
は
、
た
ま
た
ま
一
七
九
〇
年
七
月
十
三
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
カ
レ
ー
に
上
陸
す
る
こ
と
に
な
る
。
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
監
獄
陥
落
一
周
年
記
念
（
閃
Φ
侍
①
畠
①
一
〇
岡
σ
仙
σ
「
m
け
圃
O
昌
）
の
前
夜
祭
で
あ
っ
た
。
ア
ル
プ
ス
に
向
か
っ
て
出
発
し
た
我
々
は
、
あ
の
大
祭
日
の
ま
さ
に
前
夜
に
、
カ
レ
ー
に
上
陸
す
る
と
い
う
巡
り
合
わ
せ
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
ん
な
貧
弱
な
都
会
の
わ
ず
か
な
人
々
の
間
に
も
、
一
人
の
喜
び
が
イギリス・ロマン派の二つの世代（松島）
同
時
に
何
千
万
の
歓
び
で
も
あ
る
と
き
、
人
々
は
ど
ん
な
に
輝
い
た
顔
を
見
せ
る
か
が
わ
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
六
巻
、
三
五
五
～
三
六
〇
）
　
こ
の
大
陸
旅
行
を
終
え
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
を
卒
業
し
た
ワ
ー
ズ
ワ
ス
は
、
九
一
年
十
一
月
下
旬
、
再
び
フ
ラ
ン
ス
に
渡
る
こ
と
に
な
る
。
も
の
言
わ
ぬ
微
風
が
、
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
の
埃
と
戯
れ
て
い
る
あ
た
り
に
陽
ざ
し
を
あ
び
て
私
は
腰
を
お
ろ
し
、
瓦
礫
の
な
か
か
ら
、
小
石
を
一
つ
拾
い
上
げ
狂
信
者
の
ふ
り
を
し
て
、
そ
れ
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
九
巻
、
六
三
～
六
七
）
し
ば
ら
く
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
し
た
の
ち
、
一
七
　
十
二
月
六
日
ご
ろ
に
は
、
ワ
ー
ズ
ワ
ス
は
オ
ル
レ
ア
ン
に
到
着
し
、
ま
も
な
く
彼
よ
り
五
歳
年
上
、
当
時
二
十
六
歳
の
ア
ネ
ッ
ト
・
ヴ
ァ
ロ
ン
（
一
七
六
六
～
一
八
四
一
）
と
知
り
あ
う
こ
と
に
な
る
。
　
そ
こ
か
ら
ワ
ー
ズ
ワ
ス
は
プ
ロ
ワ
に
移
り
住
む
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
彼
は
熱
烈
な
ジ
ロ
ン
ド
党
員
ミ
シ
ュ
エ
ル
・
ポ
ー
ピ
ュ
イ
（
一
七
五
五
～
一
七
九
六
）
と
い
う
将
校
と
親
し
く
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
へ
の
政
治
的
関
心
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
。
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私
は
徐
々
に
騒
が
し
い
世
界
に
入
っ
て
行
き
、
か
く
し
て
私
は
一
人
の
共
和
主
義
者
と
な
っ
た
。
そ
し
て
私
の
心
は
す
べ
て
民
衆
に
注
が
れ
、
私
の
愛
は
彼
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
九
巻
、
　
一
二
二
～
一
二
五
）
　
し
か
し
革
命
は
初
期
の
バ
ラ
色
の
理
想
を
急
速
に
失
い
始
め
、
一
七
九
二
年
八
月
に
は
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
よ
る
市
政
掌
握
、
こ
れ
を
皮
切
り
に
左
派
の
山
岳
派
（
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
派
）
と
の
相
克
に
入
っ
た
右
派
の
ジ
ロ
ン
ド
派
は
、
次
第
に
衰
運
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
九
月
二
日
に
は
「
九
月
虐
殺
」
が
起
こ
る
。
ワ
ー
ズ
ワ
ス
は
愕
然
と
す
る
が
、
ま
だ
革
命
へ
の
希
望
は
す
て
な
か
っ
た
。
十
月
二
十
九
日
、
ル
ー
ヴ
ェ
に
よ
る
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
弾
劾
演
説
の
あ
っ
た
前
後
に
、
オ
ル
レ
ア
ン
か
ら
パ
リ
に
到
着
、
ジ
ロ
ン
ド
派
の
人
々
と
接
触
し
た
。
　
一
七
九
二
年
の
十
一
月
末
か
十
二
月
初
旬
に
ロ
ン
ド
ン
に
帰
る
。
ア
ネ
ッ
ト
と
の
問
に
女
の
子
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
（
一
七
九
二
～
一
八
六
二
）
が
生
ま
れ
た
の
は
十
二
月
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
故
国
か
ら
の
送
金
が
途
絶
え
た
彼
は
二
人
を
残
し
て
帰
国
す
る
。
ワ
ー
ズ
ワ
ス
は
す
ぐ
フ
ラ
ン
ス
に
戻
れ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
一
七
九
二
年
十
二
月
四
日
か
ら
国
王
裁
判
が
始
ま
り
、
翌
一
七
九
三
年
一
月
十
五
日
に
有
罪
宣
告
、
つ
い
に
一
月
二
十
一
日
に
ル
イ
十
六
世
と
王
妃
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
が
処
刑
さ
れ
る
。
こ
れ
を
機
に
イ
ギ
リ
ス
の
対
仏
感
情
は
悪
化
し
、
政
府
は
フ
ラ
ン
ス
へ
の
商
品
の
輸
出
を
禁
止
す
る
。
一
七
九
三
年
二
月
一
日
に
フ
ラ
ン
ス
は
イ
ギ
リ
ス
に
宣
戦
、
こ
れ
に
対
し
て
二
月
十
一
日
、
イ
ギ
リ
ス
は
フ
ラ
ン
ス
に
宣
戦
布
告
を
す
る
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
『
政
治
的
正
義
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
二
月
十
六
日
で
あ
っ
た
。
一
九
九
三
年
六
月
ジ
ロ
ン
ド
派
は
敗
北
し
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
一124一
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に
よ
る
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
独
裁
と
な
る
。
　
ワ
ー
ズ
ワ
ス
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
そ
の
も
の
の
成
り
行
き
よ
り
も
、
ま
ず
、
祖
国
の
政
治
的
決
定
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。
彼
は
愛
す
る
女
と
娘
の
待
つ
フ
ラ
ン
ス
へ
は
戻
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
彼
が
ア
ネ
ッ
ト
と
娘
に
再
会
で
き
た
の
は
、
一
八
〇
二
年
ア
、
、
、
ア
ン
条
約
締
結
の
の
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
、
ワ
ー
ズ
ワ
ス
は
イ
ギ
リ
ス
女
性
メ
ア
リ
・
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
（
一
七
七
〇
～
一
入
五
九
）
と
結
婚
す
る
。
　
ワ
ー
ズ
ワ
ス
と
ア
ネ
ッ
ト
お
よ
び
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
に
関
す
る
事
実
は
、
百
年
以
上
も
の
間
、
ワ
ー
ズ
ワ
ス
周
辺
の
人
々
の
あ
い
だ
で
秘
密
に
さ
れ
て
き
た
。
『
序
曲
』
第
九
巻
の
最
後
に
は
、
ヴ
ォ
ー
ド
ラ
ク
ー
ル
と
ジ
ュ
リ
ア
（
．
．
＜
国
民
δ
o
o
霞
拶
巳
言
＝
9
．
．
）
の
＝
つ
の
悲
劇
的
な
物
語
」
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、
ワ
ー
ズ
ワ
ス
と
ア
ネ
ッ
ト
の
関
係
を
知
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
現
在
の
我
々
に
は
、
な
ん
と
も
象
徴
的
な
物
語
に
み
え
る
。
こ
れ
は
ワ
ー
ズ
ワ
ス
が
隠
し
て
は
お
き
た
か
っ
た
が
、
や
は
り
書
か
ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
「
個
人
的
物
語
」
で
あ
り
、
こ
こ
に
彼
の
精
神
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
引
用
す
る
の
は
、
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
対
す
る
感
慨
を
述
べ
た
部
分
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
彼
の
フ
ラ
ン
ス
女
性
へ
の
想
い
を
読
み
込
ま
ざ
る
を
え
な
い
。
あ
の
残
虐
な
行
為
の
最
後
の
一
撃
が
あ
っ
て
か
ら
ず
っ
と
後
に
な
っ
て
も
、
何
か
月
も
、
何
か
年
も
安
ら
か
な
眠
り
は
ほ
と
ん
ど
一
晩
と
て
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
時
に
見
た
、
恐
ろ
し
い
絶
望
的
な
幻
は
独
裁
政
治
で
あ
り
、
処
刑
の
道
具
で
あ
り
、
あ
る
い
は
一125一
イギリス・ロマン派の一1つの世代（松島）
夢
の
中
で
、
あ
の
不
正
な
革
命
裁
判
所
の
前
で
声
は
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
で
、
頭
は
混
乱
し
な
が
ら
、
私
が
懇
願
す
る
長
い
演
説
で
あ
り
、
も
っ
と
も
神
聖
な
場
所
で
あ
る
は
ず
の
私
自
身
の
魂
の
奥
底
で
、
同
志
を
見
捨
て
、
自
分
が
彼
ら
を
裏
切
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
十
巻
、
三
七
〇
～
三
八
〇
）
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
へ
の
初
期
の
希
望
、
そ
し
て
挫
折
に
よ
っ
て
、
ワ
ー
ズ
ワ
ス
が
か
ん
た
ん
に
転
向
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
八
〇
三
年
か
ら
一
八
一
三
年
に
か
け
て
の
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
フ
ラ
ン
ス
軍
と
イ
ギ
リ
ス
軍
の
間
の
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
覇
権
を
め
ぐ
る
半
島
戦
争
の
際
、
ワ
ー
ズ
ワ
ス
は
「
フ
ラ
ン
ス
軍
と
ス
ペ
イ
ン
・
ゲ
リ
ラ
」
を
書
き
、
勇
敢
な
ス
ペ
イ
ン
・
ゲ
リ
ラ
を
称
え
た
。
ワ
ー
ズ
ワ
ス
は
半
島
戦
争
を
「
人
間
本
性
の
諸
権
利
」
「
永
遠
の
幸
福
」
あ
る
い
は
「
人
類
全
体
の
た
め
の
戦
い
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
が
、
彼
の
政
治
思
想
の
根
底
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
民
の
想
像
力
を
通
し
て
、
崩
壊
し
て
い
く
共
同
体
の
社
会
的
紐
帯
の
回
復
を
め
ざ
す
と
い
う
姿
勢
が
あ
る
。
こ
の
意
識
の
背
景
に
は
、
湖
水
地
方
の
ヨ
ー
マ
ン
出
身
で
あ
る
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
理
想
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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2
）
イギリス・ロマン派の二つの世代（松島）
　
次
に
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
軍
の
ス
イ
ス
へ
の
侵
入
を
動
機
と
し
て
書
か
れ
た
『
フ
ラ
ン
ス
　
オ
ー
ド
』
は
全
五
連
か
ら
な
る
。
最
初
は
一
七
九
八
年
四
月
十
六
日
付
け
の
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
に
発
表
さ
れ
た
。
ま
ず
「
自
由
」
へ
の
賛
歌
（
第
一
連
）
。
詩
人
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
「
自
由
」
の
精
神
の
表
現
と
し
て
歓
喜
し
て
迎
え
た
（
第
二
連
）
。
間
も
な
く
フ
ラ
ン
ス
は
血
な
ま
ぐ
さ
い
恐
怖
政
治
に
入
る
が
、
詩
人
は
そ
れ
を
一
時
的
な
嵐
と
み
な
し
た
（
第
三
連
）
。
自
由
と
祖
国
を
愛
す
る
ス
イ
ス
を
無
残
に
も
踏
み
に
じ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
。
裏
切
ら
れ
た
詩
人
の
憤
激
（
第
四
連
）
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
結
果
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
詩
人
は
、
「
自
由
」
は
社
会
や
政
治
権
力
に
よ
っ
て
は
実
現
さ
れ
ず
、
自
然
の
中
の
神
へ
の
信
頼
に
よ
っ
て
の
み
獲
得
で
き
る
の
だ
と
結
論
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
第
二
連
を
引
用
し
て
お
こ
う
。
フ
ラ
ン
ス
が
激
怒
し
て
巨
大
な
手
を
振
り
上
げ
て
　
空
と
地
と
海
と
に
一
撃
を
加
え
る
あ
の
誓
い
を
た
て
　
そ
の
強
力
な
足
を
踏
み
ふ
み
お
ろ
し
て
フ
ラ
ン
ス
は
自
由
に
な
る
の
だ
と
言
っ
た
時
天
地
も
照
覧
、
私
が
ど
れ
ほ
ど
希
望
と
不
安
を
抱
い
て
い
た
こ
と
か
1
ど
ん
な
に
歓
喜
し
て
、
そ
れ
を
祝
う
歌
を
恐
れ
る
こ
と
も
な
く
　
私
は
奴
隷
根
性
の
連
中
の
真
っ
た
だ
中
で
歌
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
陶
酔
か
ら
さ
め
た
あ
の
国
を
押
し
つ
ぶ
す
た
め
に
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魔
法
使
い
の
杖
で
戦
い
の
陣
容
を
整
え
た
悪
鬼
の
よ
う
に
　
　
帝
王
た
ち
は
厄
日
に
フ
ラ
ン
ス
に
進
軍
し
　
　
イ
ギ
リ
ス
さ
え
恐
ろ
し
い
軍
勢
に
合
流
し
た
。
　
た
と
え
愛
し
い
イ
ギ
リ
ス
の
海
岸
と
そ
れ
を
取
り
囲
む
大
洋
も
親
し
く
と
も
多
く
の
友
情
、
多
く
の
若
々
し
い
愛
情
が
　
愛
国
の
情
緒
を
高
め
て
魔
法
の
光
を
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
丘
や
木
立
の
上
に
投
げ
か
け
た
と
し
て
も
し
か
も
私
の
声
は
変
わ
る
こ
と
な
く
敗
北
を
　
暴
君
の
鎮
圧
の
槍
騎
兵
を
も
の
と
も
し
な
い
す
べ
て
の
者
に
歌
っ
た
、
そ
し
て
、
あ
ま
り
に
遅
々
と
し
た
空
し
い
退
却
を
恥
ず
か
し
く
思
う
の
だ
が
1
な
ぜ
な
ら
、
お
お
、
自
由
よ
！
　
私
は
利
己
的
な
目
的
で
お
前
の
輝
き
を
く
も
ら
せ
た
り
、
お
前
の
神
聖
な
炎
を
消
し
た
り
し
な
か
っ
た
の
だ
。
　
だ
が
、
私
は
解
放
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
勝
利
の
歌
を
祝
福
し
自
分
の
頭
を
垂
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
名
を
聞
い
て
泣
い
た
。
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フ
ラ
ン
ス
の
ス
イ
ス
侵
入
と
い
う
こ
の
出
来
事
が
イ
ギ
リ
ス
の
急
進
派
の
人
々
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
初
め
て
革
命
の
原
理
・
原
則
に
反
す
る
行
動
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
と
サ
ウ
ジ
ー
と
の
共
作
劇
『
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
没
落
』
（
一
七
九
四
）
も
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
主
人
公
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
あ
ら
ゆ
る
議
決
権
を
自
ら
の
手
中
に
収
め
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
自
由
獲
得
権
を
す
べ
て
踏
み
に
じ
っ
て
し
ま
う
残
酷
な
暴
君
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
彼
ら
の
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
計
画
の
資
金
集
め
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
は
同
志
を
集
め
て
ア
メ
リ
カ
の
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
に
あ
る
サ
ス
ケ
ハ
ナ
川
の
流
域
に
共
産
主
義
を
理
想
と
す
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
共
同
社
会
を
建
設
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
こ
の
考
え
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
触
発
さ
れ
た
サ
ウ
ジ
ー
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
彼
の
思
想
に
共
鳴
し
た
の
で
あ
っ
た
。
（
3
）
イギリス・ロマン派の二つの世代（松島）
　
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
第
二
世
代
に
と
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
遠
い
昔
の
こ
と
で
、
革
命
後
の
体
制
が
問
題
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
目
に
映
る
現
実
は
、
一
八
一
四
年
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
プ
ロ
シ
ャ
四
国
が
結
成
し
た
い
わ
ゆ
る
大
同
盟
な
ら
び
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
こ
の
同
盟
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
制
を
再
興
し
た
ウ
ィ
ー
ン
会
議
（
一
八
一
五
年
）
の
反
動
的
な
体
制
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
彼
ら
に
と
っ
て
イ
ギ
リ
ス
で
起
こ
っ
た
重
要
な
事
件
と
し
て
、
一
八
一
九
年
八
月
十
六
日
の
ピ
ー
タ
ー
ル
ー
虐
殺
（
勺
Φ
θ
Φ
「
一
〇
（
▼
7
臼
9
ω
ω
9
0
「
①
）
が
あ
る
。
ピ
ー
タ
ー
ル
i
虐
殺
の
名
称
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
セ
ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
ズ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
（
ω
貯
℃
①
8
「
、
ω
国
Φ
ε
と
、
四
年
前
の
歴
史
的
勝
利
を
勝
ち
取
っ
た
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
（
芝
鉾
9
0
0
）
の
地
名
を
組
み
合
わ
せ
、
皮
肉
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
　
ピ
ー
タ
ー
ル
ー
の
年
に
、
バ
イ
ロ
ン
は
三
十
一
歳
、
シ
ェ
リ
ー
は
二
十
七
歳
、
キ
ー
ツ
は
二
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
八
一
九
年
は
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
（
一
七
七
三
～
一
八
五
九
）
が
ド
イ
ツ
各
国
の
領
主
を
説
得
し
て
、
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ト
の
布
告
を
発
し
た
一　129一
イギリス・ロマン派の二つの世代（松島）
年
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
布
告
に
端
を
発
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
言
論
出
版
の
自
由
は
禁
圧
さ
れ
、
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
体
制
は
ひ
ろ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
由
主
義
の
息
の
根
を
止
め
ん
と
し
て
い
た
。
　
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
経
済
不
況
は
工
業
地
帯
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
特
に
手
織
り
機
職
布
工
は
苦
境
に
陥
っ
た
。
こ
の
た
め
、
彼
ら
を
中
心
に
急
進
的
な
動
き
が
強
ま
り
、
こ
の
日
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
同
広
場
で
議
会
改
革
要
求
の
集
会
が
開
か
れ
た
。
　
選
挙
法
改
正
と
穀
物
法
撤
廃
の
た
め
の
政
治
集
会
に
集
ま
っ
た
八
万
人
の
民
衆
を
前
に
、
大
会
議
長
の
「
弁
士
」
（
O
「
卑
o
「
）
こ
と
ヘ
ン
リ
i
・
ハ
ン
ト
（
一
七
七
三
～
一
八
三
五
）
が
演
説
を
始
め
た
時
、
治
安
判
事
た
ち
は
義
勇
騎
士
団
（
く
①
o
日
き
Q
）
に
彼
の
逮
捕
を
命
じ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
群
衆
に
阻
ま
れ
て
進
入
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
治
安
判
事
た
ち
は
次
に
正
規
軍
軽
騎
丘
ハ
の
出
動
を
要
請
し
た
。
か
け
つ
け
た
軽
騎
兵
は
抜
刀
し
て
群
衆
に
襲
い
か
か
り
、
十
一
人
が
死
亡
し
、
四
百
人
以
上
が
重
軽
傷
を
負
っ
た
。
こ
の
事
件
で
の
治
安
判
事
た
ち
の
処
置
に
対
し
、
内
相
ヘ
ン
リ
・
ア
デ
ィ
ン
ト
ン
（
一
七
五
七
～
一
八
四
四
）
は
感
謝
を
授
け
た
。
　
ロ
ン
ド
ン
に
帰
っ
た
ハ
ン
ト
は
九
月
十
三
日
、
「
自
由
の
英
雄
ハ
ン
ト
」
と
大
書
し
た
旗
を
ひ
る
が
え
し
な
が
ら
、
騎
馬
義
勇
隊
と
と
も
に
、
フ
ィ
ン
ズ
ベ
リ
i
広
場
か
ら
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
大
聖
堂
前
を
通
り
、
ス
ト
ラ
ン
ド
に
至
る
大
行
進
を
行
い
、
こ
れ
を
迎
え
る
市
民
の
数
は
三
十
万
人
に
達
し
た
と
言
わ
れ
る
。
　
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ
ー
の
農
民
の
子
に
生
ま
れ
た
ハ
ン
ト
は
父
の
農
場
で
働
い
て
い
た
が
、
一
八
〇
〇
年
所
属
し
て
い
た
農
民
義
勇
軍
の
隊
長
と
悶
着
を
起
こ
し
て
投
獄
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
獄
中
で
急
進
派
の
運
動
家
に
出
会
っ
て
影
響
を
う
け
、
出
獄
後
、
政
治
活
動
に
た
ず
さ
わ
る
よ
う
に
な
る
。
一
八
一
八
年
以
降
た
び
た
び
議
会
選
挙
に
立
候
補
し
た
が
、
な
か
な
か
当
選
し
な
か
っ
た
。
一
八
一
六
年
ロ
ン
ド
ン
の
ス
パ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
ド
暴
動
の
際
に
は
、
議
会
改
革
運
動
の
集
会
で
演
説
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
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れ
は
手
違
い
か
ら
実
現
し
な
か
っ
た
。
彼
は
ピ
ー
タ
ー
ル
ー
虐
殺
で
逮
捕
さ
れ
、
二
年
間
イ
ル
チ
ェ
ス
タ
ー
監
獄
に
投
獄
さ
れ
、
そ
の
獄
中
で
『
回
想
録
』
を
書
い
て
い
る
。
よ
う
や
く
一
八
三
〇
年
に
下
院
議
員
に
当
選
し
た
が
、
急
進
派
の
仲
間
と
も
し
だ
い
に
疎
遠
に
な
り
、
一
八
三
三
年
に
は
再
選
さ
れ
な
か
っ
た
。
　
ピ
ー
タ
ー
ル
ー
の
事
件
を
き
つ
か
け
に
ト
ー
リ
i
党
政
府
は
、
一
八
一
九
年
十
二
月
、
相
次
い
で
制
定
さ
れ
た
六
つ
の
急
進
運
動
取
締
法
、
い
わ
ゆ
る
治
安
六
法
（
Q
っ
冥
》
〇
一
〇
り
）
を
制
定
し
た
。
六
法
に
よ
り
言
論
・
出
版
・
集
会
の
基
本
的
自
由
に
厳
重
な
制
圧
が
加
え
ら
れ
、
大
勢
の
急
進
派
や
改
革
運
動
家
が
投
獄
さ
れ
、
彼
ら
の
多
く
の
機
関
紙
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
没
収
さ
れ
刊
行
不
能
に
陥
っ
た
。
　
治
安
六
法
は
シ
ド
マ
ス
六
法
と
も
い
わ
れ
る
。
内
相
ア
デ
ィ
ン
ト
ン
、
後
の
シ
ド
マ
ス
子
爵
は
一
七
五
七
年
、
内
科
医
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
校
、
法
学
院
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
学
ん
で
、
一
七
八
三
年
に
は
二
十
六
歳
で
ト
ー
リ
ー
党
の
下
院
議
員
に
な
っ
た
。
こ
の
年
、
ト
ー
リ
ー
党
の
小
ピ
ッ
ト
（
一
七
五
九
～
一
八
〇
六
）
が
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
と
実
業
界
の
支
持
に
よ
り
、
弱
冠
二
十
四
歳
で
イ
ギ
リ
ス
史
上
最
年
少
の
首
相
に
な
る
。
ア
デ
ィ
ン
ト
ン
は
少
年
時
代
か
ら
の
友
人
と
し
て
ピ
ッ
ト
を
支
持
し
た
。
　
と
こ
ろ
で
、
十
八
世
紀
の
政
治
状
況
で
あ
る
が
、
一
七
一
四
年
に
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
i
朝
が
成
立
す
る
が
、
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
朝
の
成
立
は
、
ト
ー
リ
ー
党
の
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
子
爵
の
尽
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ホ
イ
ッ
グ
党
の
主
導
下
に
実
現
さ
れ
た
う
え
、
ト
ー
リ
ー
党
は
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
家
の
王
位
に
反
対
す
る
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
と
み
な
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
約
数
十
年
間
、
政
権
か
ら
遠
ざ
か
り
、
分
裂
と
衰
退
を
重
ね
た
。
　
し
か
し
、
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
朝
も
、
王
権
回
復
を
志
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
治
世
（
一
七
六
〇
～
一
八
二
〇
）
に
な
る
と
、
一
七
六
二
～
六
三
年
に
は
ビ
ュ
ー
ト
伯
、
一
七
七
〇
～
八
二
年
に
は
ノ
ー
ス
卿
の
も
と
で
、
ト
ー
リ
i
党
は
政
権
に
復
帰
す
る
こ
と
に
一131一
イギリス・ロマン派の二つの世代（松島）
な
る
。
ト
ー
リ
i
党
は
一
七
八
三
年
首
相
に
任
命
さ
れ
た
小
ピ
ッ
ト
の
も
と
で
近
代
的
政
党
と
し
て
よ
み
が
え
り
、
一
八
三
〇
年
ま
で
、
時
折
の
短
期
間
の
ホ
イ
ッ
グ
政
権
時
代
を
除
い
て
、
国
政
を
牛
耳
っ
た
。
　
ア
デ
ィ
ン
ト
ン
は
一
七
八
九
年
、
三
十
二
歳
で
下
院
議
長
に
選
出
さ
れ
る
。
一
八
〇
一
年
、
小
ピ
ッ
ト
が
カ
ト
リ
ッ
ク
解
放
を
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
に
拒
否
さ
れ
た
の
を
機
に
辞
任
す
る
と
、
ア
デ
ィ
ン
ト
ン
は
カ
ト
リ
ッ
ク
解
放
に
反
対
し
て
い
た
か
ら
、
後
継
首
相
に
任
命
さ
れ
る
。
し
か
し
次
第
に
ア
デ
ィ
ン
ト
ン
は
、
ピ
ッ
ト
と
政
見
の
相
違
を
き
た
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
に
つ
い
て
も
、
強
硬
派
の
ピ
ッ
ト
と
異
な
っ
て
和
平
を
望
み
、
一
八
〇
二
年
、
ア
ミ
ア
ン
和
約
を
成
立
さ
せ
た
。
ア
デ
ィ
ン
ト
ン
は
所
得
税
を
も
廃
止
し
た
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
脅
威
が
再
燃
す
る
と
国
民
の
支
持
を
失
っ
て
し
ま
い
、
一
八
〇
四
年
ピ
ッ
ト
と
交
代
さ
せ
ら
れ
た
。
彼
は
一
八
〇
五
年
に
は
子
爵
に
叙
さ
れ
、
の
ち
に
は
ピ
ッ
ト
と
和
解
す
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
所
得
税
は
、
一
七
九
九
年
フ
ラ
ン
ス
革
命
戦
争
に
よ
り
逼
迫
し
た
財
政
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
小
ピ
ッ
ト
が
、
年
六
十
ポ
ン
ド
以
上
の
所
得
に
一
ポ
ン
ド
あ
た
り
ニ
シ
リ
ン
グ
の
率
で
課
税
し
た
の
に
始
ま
る
。
一
八
〇
二
年
平
和
到
来
と
と
も
に
い
っ
た
ん
廃
止
さ
れ
た
が
、
翌
年
戦
争
再
開
に
と
も
な
っ
て
復
活
さ
れ
た
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
終
結
に
よ
り
、
一
八
＝
ハ
年
改
め
て
廃
止
さ
れ
た
。
　
ア
デ
ィ
ン
ト
ン
は
一
八
一
二
年
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
伯
（
一
七
七
〇
～
一
八
二
八
）
内
閣
の
成
立
で
内
相
に
任
じ
ら
れ
、
一
八
二
一
年
ま
で
国
内
秩
序
維
持
の
責
任
者
と
し
て
在
任
す
る
。
彼
の
悪
名
が
残
る
の
は
こ
の
時
期
の
政
策
に
よ
る
。
こ
の
間
、
ア
デ
ィ
ン
ト
ン
は
ラ
ッ
ダ
イ
ト
の
運
動
を
厳
し
く
弾
圧
し
、
ピ
ー
タ
ー
ル
i
虐
殺
の
強
硬
鎮
圧
を
支
持
し
、
言
論
や
集
会
の
取
り
締
ま
り
を
策
し
て
治
安
六
法
の
制
定
を
主
導
し
、
急
進
運
動
や
労
働
運
動
の
禁
圧
に
努
め
た
こ
と
か
ら
、
ウ
ィ
ー
ン
体
制
に
呼
応
す
る
反
動
政
治
家
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
（
松
村
赴
・
富
田
虎
男
編
『
英
米
史
辞
典
』
参
照
）
　
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
卿
の
反
動
内
閣
に
お
い
て
、
最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
は
エ
ル
ド
ン
卿
で
あ
る
が
、
彼
に
つ
い
て
ウ
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イ
リ
ア
ム
・
ハ
ズ
リ
ッ
ト
（
一
七
七
八
～
一
八
三
〇
）
は
『
時
代
の
精
神
』
（
一
八
二
五
）
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。
　
彼
の
時
代
に
お
い
て
企
て
ら
れ
た
、
権
力
の
行
使
に
し
て
彼
の
尻
押
し
し
な
か
っ
た
も
の
は
な
く
、
現
在
の
は
な
は
だ
忌
ま
わ
し
く
ま
た
は
不
合
理
な
悪
弊
に
し
て
彼
が
裁
可
し
な
か
っ
た
も
の
は
な
い
。
彼
は
大
臣
ら
の
最
も
不
人
気
な
た
く
ら
み
を
そ
っ
く
り
行
っ
た
。
利
益
、
権
力
、
偏
見
の
重
砲
陣
が
戦
場
に
も
ち
出
さ
れ
る
と
頭
脳
の
小
弾
丸
は
何
の
役
に
も
た
た
ぬ
。
彼
の
細
か
し
い
、
淑
女
の
よ
う
な
疑
惑
の
迷
宮
は
地
雷
の
よ
う
に
爆
発
す
る
。
大
法
官
的
要
素
は
計
量
し
、
言
葉
を
濁
す
か
も
し
れ
な
い
が
、
宮
廷
人
的
要
素
は
決
意
し
て
お
り
、
政
治
家
的
要
素
は
頑
強
で
あ
り
、
内
閣
に
お
け
る
彼
の
位
置
に
釘
づ
け
さ
れ
て
い
る
！
（
神
吉
三
郎
訳
）
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一
八
二
二
年
に
ア
デ
ィ
ン
ト
ン
の
後
任
と
し
て
ロ
バ
ー
ト
・
ピ
ー
ル
（
一
七
八
八
～
一
八
五
〇
）
が
内
相
に
就
任
す
る
と
、
政
府
が
急
進
派
の
労
働
者
に
対
し
て
行
な
っ
て
い
た
ス
パ
イ
と
弾
圧
の
制
度
は
た
だ
ち
に
廃
止
さ
れ
、
諸
階
級
と
諸
党
派
に
対
し
て
公
正
な
扱
い
方
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
一
八
二
九
年
に
、
ピ
ー
ル
は
イ
ギ
リ
ス
史
上
は
じ
め
て
効
果
的
な
文
官
警
察
の
制
度
を
確
立
し
た
。
こ
の
新
し
い
警
察
は
普
通
の
犯
罪
を
扱
う
に
当
っ
て
高
い
社
会
的
価
値
を
も
っ
て
い
た
が
、
急
進
派
の
暴
徒
を
扱
う
際
に
も
高
い
政
治
的
価
値
を
も
っ
て
い
た
。
兵
士
に
代
っ
て
警
棒
だ
け
で
武
装
し
た
市
民
的
警
察
隊
が
よ
う
や
く
出
現
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
で
も
群
衆
に
直
面
し
て
、
兵
士
と
は
異
な
っ
た
方
法
で
、
暴
動
の
最
初
の
徴
候
を
鎮
圧
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
警
察
隊
が
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
町
で
は
、
ゴ
ー
ド
ン
騒
乱
や
ピ
ー
タ
ー
ル
ー
虐
殺
の
よ
う
な
こ
と
は
も
は
や
起
こ
り
え
な
か
っ
た
。
最
初
は
ロ
ン
ド
ン
だ
け
に
設
置
さ
れ
た
「
新
警
察
」
は
、
一
般
の
要
望
に
こ
た
え
て
一
世
代
ほ
ど
の
間
に
国
内
至
る
と
こ
ろ
で
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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（
4
）
　
バ
イ
ロ
ン
『
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
』
の
第
一
歌
が
刊
行
さ
れ
た
年
が
一
八
一
九
年
で
あ
る
の
は
象
徴
的
で
あ
る
。
『
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
』
は
こ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
お
お
う
保
守
反
動
の
渦
中
に
あ
っ
て
書
か
れ
た
の
で
あ
り
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
操
る
神
聖
同
盟
と
ト
ー
リ
ー
党
に
対
す
る
憎
悪
反
感
が
作
中
に
あ
か
ら
さ
ま
に
示
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
ト
ー
リ
ー
党
の
中
軸
に
あ
っ
た
二
人
の
人
物
、
外
交
官
力
ー
ス
ル
レ
イ
と
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
英
雄
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
へ
の
嘲
弄
侮
蔑
の
笑
い
が
目
立
っ
て
い
る
。
　
『
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
』
第
十
一
歌
七
十
七
連
で
は
「
ど
こ
に
い
る
の
か
、
大
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
？
・
神
し
か
知
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
ど
こ
に
、
ち
っ
ぽ
け
な
カ
ー
ス
ル
レ
イ
は
？
　
悪
魔
し
か
答
え
ら
れ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
」
（
、
．
芝
げ
臼
Φ
δ
Z
巷
巳
①
o
昌
子
①
O
鑓
口
亀
O
o
ユ
ζ
o
芝
ω
日
孝
Φ
『
①
一
ω
躍
三
①
O
餌
ω
膏
お
β
。
伊
q
冨
望
①
ユ
①
＜
＝
o
き
邑
『
．
）
と
「
偉
大
な
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
と
「
卑
小
な
る
カ
ー
ス
ル
レ
イ
」
を
対
比
し
て
い
る
。
　
バ
イ
ロ
ン
は
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
戦
い
の
翌
年
一
八
一
六
年
、
大
陸
旅
行
の
途
中
で
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
戦
場
を
訪
れ
、
そ
の
時
の
感
慨
を
『
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ハ
ロ
ル
ド
の
巡
歴
』
の
第
三
編
に
残
し
て
い
る
。
バ
イ
ロ
ン
は
ハ
ロ
ル
ド
を
借
り
て
、
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栄
光
の
太
陽
の
上
は
る
か
高
く
輝
き
、
大
地
と
大
洋
の
下
は
る
か
遠
く
に
広
が
っ
て
は
い
る
が
、
彼
の
ま
わ
り
に
は
氷
の
岩
が
あ
り
、
彼
の
む
き
出
し
の
頭
の
上
で
は
競
う
嵐
が
低
く
吹
い
て
い
る
イギリス・ロマン派の二つの世代（松島）
か
く
し
て
頂
上
へ
と
導
く
労
苦
に
報
い
る
の
だ
。
（
四
〇
一
～
四
〇
五
）
と
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
孤
独
の
栄
光
に
自
己
を
投
影
し
て
い
る
。
　
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
敗
北
に
よ
っ
て
、
「
共
和
制
の
望
み
は
か
く
て
失
わ
れ
た
。
我
々
は
再
び
、
旧
制
度
に
支
配
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
託
し
た
夢
の
破
綻
と
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
運
命
を
嘆
く
手
紙
を
、
バ
イ
ロ
ン
は
友
人
の
ト
マ
ス
・
ム
ア
（
一
七
七
九
～
一
八
五
二
）
に
出
し
て
い
る
。
（
5
）
シ
ェ
リ
ー
に
は
『
ソ
ネ
ッ
ト
　
一
八
一
九
年
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
』
と
い
う
作
品
が
あ
る
。
年
老
い
、
狂
い
、
盲
目
の
、
唾
棄
す
べ
き
、
死
に
か
け
て
い
る
国
王
民
衆
の
嘲
弄
の
な
か
を
ゆ
く
、
こ
の
鈍
感
な
血
族
の
か
す
王
侯
ど
も
ー
ど
う
の
泉
か
ら
ふ
き
出
た
へ
ど
ろ
ー
見
る
こ
と
、
感
じ
る
こ
と
、
理
解
す
る
こ
と
さ
え
で
き
ぬ
支
配
者
た
ち
は
た
だ
蛭
の
よ
う
に
、
や
せ
た
こ
の
国
に
し
が
み
つ
き
つ
い
に
、
血
に
目
は
く
ら
み
、
一
撃
も
な
く
倒
れ
る
ー
不
毛
の
野
に
飢
え
、
突
き
殺
さ
れ
た
民
衆
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使
う
も
の
す
べ
て
に
と
っ
て
両
刃
の
剣
自
由
の
殺
識
者
に
し
て
強
奪
者
と
な
る
軍
隊
－
挑
発
し
虐
殺
す
る
、
黄
金
と
血
に
ま
み
れ
た
法
律
キ
リ
ス
ト
も
、
神
も
存
在
し
な
い
信
仰
　
　
封
じ
ら
れ
た
聖
書
議
会
－
暴
力
に
身
を
ま
か
せ
た
「
時
」
の
最
悪
の
法
令
は
す
べ
て
墓
穴
ー
そ
こ
か
ら
、
き
ら
め
く
「
驚
異
」
が
と
び
出
し
狂
乱
の
こ
の
時
代
を
輝
か
す
で
あ
ろ
う
　
ま
た
一
八
一
九
年
の
シ
ェ
リ
ー
に
は
『
カ
ー
ス
ル
レ
イ
の
時
代
に
書
か
れ
た
詩
行
』
O
器
叶
】
①
「
＄
ひ
q
ゴ
》
O
自
巳
ω
環
⇔
自
o
昌
、
、
）
が
あ
る
の
で
、
第
一
連
を
引
用
す
る
。
（．、
♀
夋
ﾖ
芝
ユ
茸
Φ
昌
ユ
ロ
ニ
昌
α
q
9
①
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肉
体
は
墓
の
中
で
冷
た
く
舗
道
の
石
は
無
言
で
あ
る
堕
胎
は
子
宮
の
中
で
死
ん
で
い
る
そ
し
て
彼
ら
の
母
親
は
青
ざ
め
て
い
る
　
　
ア
ル
ビ
ヨ
ン
の
死
ん
だ
岸
辺
の
よ
う
に
、
も
は
や
自
由
は
な
い
。
ピ
ー
タ
ー
ル
ー
虐
殺
の
報
を
聞
い
て
、
た
だ
ち
に
作
ら
れ
た
『
無
秩
序
の
仮
面
』
（
．
夢
Φ
ζ
器
『
9
ぎ
鋤
「
o
ξ
”
≦
ユ
雰
窪
o
昌
昏
①
イギリス・ロマン派の二つの世代（松島）
O
o
8
ω
δ
昌
o
h
讐
①
ζ
器
紹
。
「
①
讐
ζ
磐
島
Φ
ω
8
『
．
、
）
は
カ
ー
ス
ル
レ
イ
批
判
の
作
品
で
あ
る
。
私
は
途
中
で
殺
人
に
出
会
っ
た
－
彼
は
カ
ッ
ス
ル
レ
イ
の
よ
う
な
仮
面
を
付
け
て
い
た
人
当
た
り
は
良
く
み
え
た
が
、
冷
酷
で
あ
っ
た
。
七
匹
の
猟
犬
が
彼
に
つ
い
て
き
た
。
（
第
二
連
）
　
こ
こ
に
は
、
シ
ェ
リ
ー
の
反
政
府
感
情
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。
に
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
い
だ
ろ
う
。
（
6
）
さ
ら
に
『
西
風
に
寄
せ
る
オ
ー
ド
』
は
、
こ
の
十
月
　
最
後
に
、
政
治
に
は
ま
っ
た
く
関
心
が
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
キ
ー
ツ
で
あ
る
が
、
彼
も
ピ
ー
タ
ー
ル
ー
虐
殺
に
は
激
し
く
反
応
し
て
い
る
。
彼
は
ち
ょ
う
ど
出
版
の
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
、
テ
イ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
・
ヘ
ッ
シ
ー
社
（
↓
餌
覧
o
『
9
巳
躍
①
の
ω
醸
）
を
訪
れ
て
ロ
ン
ド
ン
市
中
に
滞
在
し
て
い
た
か
ら
、
ハ
ン
ト
の
威
勢
の
い
い
行
進
を
、
フ
リ
ー
ト
街
あ
た
り
で
見
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
　
こ
こ
で
キ
ー
ツ
の
一
八
一
九
年
九
月
十
八
日
の
手
紙
を
引
用
す
る
。
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英
国
民
は
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
も
と
で
は
奴
隷
だ
っ
た
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
の
も
と
で
は
自
由
人
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
当
時
フ
ラ
ン
ス
人
は
ル
イ
十
四
世
の
も
と
で
目
も
あ
て
ら
れ
な
い
よ
う
な
奴
隷
だ
っ
た
。
英
国
の
こ
の
手
本
と
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
の
自
由
主
義
的
な
著
述
家
た
ち
と
が
専
制
政
治
反
対
の
種
を
ま
い
た
　
　
種
は
土
の
中
で
ふ
く
ら
ん
で
、
遂
に
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
と
な
っ
た
。
大
革
命
の
結
果
は
不
幸
で
あ
り
、
こ
れ
は
英
国
に
お
け
る
自
由
な
感
情
の
急
速
な
進
展
に
終
止
符
を
打
ち
、
英
国
の
宮
廷
に
十
六
世
紀
の
独
裁
政
治
に
戻
る
希
望
を
あ
た
え
る
結
果
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
こ
の
機
に
乗
じ
て
、
我
々
の
自
由
を
堀
り
崩
そ
う
と
あ
ら
ゆ
る
試
み
を
続
け
て
き
た
。
す
べ
て
の
改
良
と
進
歩
を
邪
魔
す
る
よ
う
な
恐
し
い
迷
信
を
ば
ら
ま
い
た
1
現
在
の
英
国
に
お
け
る
民
衆
の
闘
争
は
、
こ
の
迷
信
を
打
破
す
る
た
め
の
も
の
だ
。
そ
う
す
べ
き
民
衆
を
起
ち
上
が
ら
せ
た
も
の
、
そ
れ
は
民
衆
の
苦
悩
だ
　
　
だ
か
ら
お
そ
ら
く
、
こ
の
国
の
現
在
の
苦
悩
は
か
え
っ
て
幸
い
か
も
し
れ
な
い
1
民
衆
が
嘗
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
験
は
と
て
も
恐
し
い
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
。
ぼ
く
が
言
お
う
と
し
て
い
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
が
こ
の
第
三
の
変
化
、
よ
り
良
い
方
へ
の
変
化
を
一
時
的
に
中
断
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
、
君
に
も
わ
か
る
だ
ろ
う
ー
そ
れ
が
今
再
び
進
行
し
て
い
て
、
そ
れ
も
効
果
の
あ
る
進
行
だ
と
ぼ
く
は
思
う
。
こ
れ
は
ホ
イ
ッ
グ
と
ト
ー
リ
ー
の
間
の
争
い
で
は
な
い
　
　
正
と
邪
の
間
の
争
い
な
の
だ
。
（
田
村
英
之
助
訳
）
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そ
し
て
、
こ
う
続
い
て
い
る
。
　
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
起
っ
た
事
件
と
ハ
ン
ト
が
勝
利
者
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
新
聞
で
み
る
こ
と
だ
ろ
う
こ
の
時
の
こ
と
を
詳
細
に
話
す
と
し
た
ら
、
ま
る
一
日
掛
か
り
で
一
ク
ワ
イ
ア
ー
の
紙
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
ー
だ
か
ら
、
街
頭
で
彼
を
出
迎
え
た
人
の
数
が
三
十
万
人
を
数
え
た
と
だ
け
言
っ
て
お
こ
う
　
　
イ
ズ
リ
ン
ト
ン
の
ジ
・
エ
ン
ゼ
ル
か
ら
ザ
・
ク
ラ
ウ
ン
・
ア
ン
ド
・
ア
ン
カ
ー
に
至
る
ま
で
の
街
路
が
群
衆
で
埋
め
つ
く
さ
れ
た
。
こ
の
月
の
十
九
日
を
書
く
。
（
十
七
、
な
い
し
十
八
日
説
も
あ
る
）
、
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
滞
在
し
て
い
た
キ
ー
ツ
は
『
秋
に
寄
せ
る
』
イギリス・ロマン派の二つの世代（松島）
Qり
@
帥
の
O
ロ
O
h
ヨ
δ
房
苗
5
ユ
ヨ
①
目
O
≦
ω
ぎ
凶
畦
三
δ
の
の
　
Ω
o
ω
①
σ
o
ω
o
ヨ
ー
詮
①
ロ
自
O
h
聾
①
ヨ
固
ε
「
ぎ
σ
q
鐙
P
O
8
ω
且
「
ぎ
ひ
q
乱
夢
巨
ヨ
げ
o
≦
｛
巳
o
巴
き
α
三
Φ
ω
ω
　
芝
写
げ
ぎ
詳
窪
⑦
＜
ヨ
Φ
の
窪
讐
3
＝
ロ
ユ
窪
①
夢
鎮
O
げ
－
①
＜
①
ω
毎
員
霧
と
熟
れ
た
る
豊
饒
の
季
節
よ
、
　
恵
み
あ
ふ
れ
る
太
陽
の
親
し
い
友
達
よ
。
薦
の
ひ
さ
し
に
巻
き
つ
い
た
葡
萄
つ
る
に
は
重
い
房
を
　
ど
ん
な
に
垂
れ
下
げ
よ
う
か
と
、
お
ま
え
は
太
陽
と
語
ら
い
、
企
む
。
ニ
コ
ラ
ス
・
ロ
ウ
は
こ
の
詩
に
ピ
ー
タ
ー
ル
ー
虐
殺
を
読
み
込
む
の
で
あ
る
。
　
．
、
o
o
ロ
ω
且
お
．
．
と
い
う
動
詞
は
、
ラ
テ
ン
語
の
、
、
o
o
口
の
覧
冨
「
0
1
、
が
語
源
で
、
文
字
通
り
．
、
8
σ
お
国
9
①
8
σ
q
Φ
9
Φ
「
。
を
意
味
し
、
か
く
し
て
、
8
碧
8
「
9
冨
ヨ
6
巳
N
ρ
四
唱
o
ρ
8
∋
σ
ぎ
①
o
「
二
三
8
ぎ
鋤
薯
6
0
ω
①
－
（
O
匿
）
）
と
な
る
。
一
緒
に
、
8
コ
ω
〇
三
轟
－
す
る
な
か
で
、
季
節
と
太
陽
の
力
が
大
地
を
実
り
あ
る
も
の
の
た
め
に
結
び
つ
く
。
し
か
し
、
こ
の
生
殖
の
陰
謀
は
、
こ
の
語
の
対
照
的
な
意
味
、
．
8
豆
o
什
巳
ω
〇
三
駄
8
α
q
Φ
什
ゴ
Φ
「
ω
o
臼
o
身
．
と
い
う
○
国
∪
の
語
句
注
解
が
隠
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
災
い
を
な
す
陰
謀
と
い
う
意
味
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
『
辞
書
」
の
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イギリス・ロマン派の二つの世代（松島）
最
初
の
定
義
で
も
あ
る
。
一
つ
の
読
み
で
は
、
『
秋
の
寄
せ
る
』
の
陰
謀
は
「
す
べ
て
の
果
実
を
芯
ま
で
熟
す
」
（
一
゜
9
自
然
の
策
略
（
宮
〇
一
）
ー
1
自
然
の
豊
か
さ
の
非
個
人
的
な
過
程
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
自
然
の
豊
饒
の
表
現
は
、
一
八
一
九
年
の
九
月
に
流
布
し
て
い
た
、
二
者
択
一
の
反
逆
罪
の
言
説
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
る
。
（
Z
8
ゴ
o
『
ω
菊
o
ρ
誉
ぎ
き
貸
冴
亀
遷
ミ
ぎ
6
ミ
馬
ミ
鴨
ミ
b
馨
§
肺
一
㊤
㊤
刈
）
。
　
ニ
コ
ラ
ス
・
ロ
ウ
は
キ
ー
ツ
の
通
っ
た
エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
ク
ー
ル
の
「
非
国
教
徒
的
文
化
」
を
探
究
し
、
そ
の
学
校
が
キ
ー
ツ
の
想
像
的
生
活
お
よ
び
政
治
的
急
進
主
義
に
ど
れ
ほ
ど
強
い
影
響
を
与
え
た
か
を
教
え
て
く
れ
る
。
　
第
一
世
代
の
ブ
レ
イ
ク
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
が
、
拙
著
『
孤
高
の
芸
術
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
』
（
北
星
堂
）
に
く
わ
し
く
論
じ
て
い
る
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
英
米
文
学
科
　
教
授
）
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